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斎戒の 効用 


ムス リムの 皆様。 慈しみと 許しの 月の もたら 
す 空気を、 今日で 三日間、 味わって きました。 
アツ ラーに 限りない 感謝を ささげます。 今日の 
ホトバ では、 斎戒の 効用を いくつか 紹介したい 
と 思います。 

1 アツ ラーは、 あらゆる 苦痛に 癒しを、 あ 
ら ゆる 病に 薬を 与えられる ように、 悪に 対して 
身を 守る すべを も 与えられました。 斎戒の 特質 
とは、 私たちを 守る イ バー ダで あると いう こと 
です。 斎戒は 一つの 盾で あり、 人を 悪から 守り 
ます。 悪から 守る ことによって、 地獄から も 守 
るので す。 

2 斎戒は、 私たちの 
道徳を よい ものと します。 

断食とは 単純に 「おなか 
をす かせる こと」 では あ 
りません。 預言者 ム ハン 
マド （彼の 上に 平安 あ 
れ） は 以下の ように 仰せ 
られ ました。 「誰で あれ、 

嘘を つく こと、 偽りを 行 
なう ことを やめなければ、 

アツ ラーは 彼が 飲み食い 
を やめる ことに 価値を 与 
えられない。」 

3 ラマ ガ 1 一 ンの 斎^^ 

は、 純粋な 「感謝の 鍵」 です。 なぜなら、 それ 
以外の 時には、 多くの 人は 真の 空腹を 味わう こ 
とがな く、 その 恵みの 価値を 理解し きれない か 
ら です。 その 恵みを いかに 必要と している かを、 
真に 実感し、 理解す る ことがない のです。 しか 
し、 イフ タールの 時、 真の 空腹が もたらす 食欲 
によって、 乾いた パンで すら どれほど 貴重な 恵 
みで あるかを 実感す るので す。 

4 人々 は、 くらしと いう 点で、 皆 同一には 
創造され ませんで した。 貧しい 人、 豊かな 人、 
中流 階級な ど、 いくつかの 階層に 分けられます。 
アツ ラーは、 この 違いに より、 富裕 層が 貧困 層 
に 援助す るよう 呼び かけられて おられる のです。 
豊かな 人が 貧しい 人の ために 援助す る ことは、 
彼らの 現状、 貧窮、 空腹を 真に 理解す る こと、 
わずかで も 体験す る こと、 実感す る ことによ っ 
て、 可能と なります。 これ も、 斎戒に よって 最 
良の 形で 実現す るので す。 

5 人の 我欲は、 g らの 無力 さ、 弱さ、 欠点、 
過ちを 決して 見ようと しません。 無限の 恵みに 
よって 糧を 与えられ、 生かされ ている、 という 
ことを 考えようと しません。 ラマ ダーンの 斎戒 
は、 皆に、 我欲の 本質を 明らかにします。 斎戒 
によって、 我欲が いかに 無力で 弱い ものである 
かが 明らかになる のです。 我欲の 本質を 目に し、 
理解した 人は、 身勝手 さ、 我欲への 過信、 うぬ 


ぼれ を 捨て、 しもべと しての 義務を 果たそうと 
努める のです。 

6 ラマ ダーンは、 ク ルアー ンの 啓示が 始ま 
った聖 なる 月です。 人々 がアツ ラーに、 より 敬 
意を 示すべき この 月に、 斎戒が 義務と された こ 
とに おける 神意の 一つ も、 この ことに 違い あり 
ません。 斎戒と いう イ バー ダは、 ク ルアー ンの 
精神と 教えへの 招き、 その 目標と 意図、 啓示に 
おける 神意に、 この 上な く 適して いるものです。 

7 人は この 世界へ、 あの世の ための 取引を 
行なうべく、 生まれて きました。 ラマ ダーン 月 

で 斎戒を 行なう ことは、 
あの世への 取引の ための、 
いかに 素晴らしい 恵みで 
あるか、 皆さんで 考えて 
みて ください。 

8 常に 作動して いる 
機械は、 定期的に 手入れ 
する 必要が あります。 同 
様に、 疲労した 消化 器官 
も、 最低で も 年に一度は 
休ませ、 手入れす る 必要 
が あるので す。 これ も、 
斎戒と いう イ バーグが、 
最良の 形で 実行す るので 
す 0 

9 斎戒は、 体の、 空腹 や渴 きに 対する 耐久 
力を 増します。 人に 忍耐強 さと 抵抗力を 獲得 さ 
せます。 

10 斎戒に よって、 我欲は 服従し、 命令を 
受ける ことに 慣れます。 神の 命令に こうべ を垂 
れ 、ハラー ルで ある ことす らも 放棄す るた め、 

ハ ラームから 遠ざかる ことに おいて、 完全な 経 
験と 能力を 獲得す るので す。 このよう にして、 
肉体と 同様、 精神的な 健康を も 得る ことができ 
ます。 

11 何よりも、 私たちは 、アツ ラーの 命令 
であると いう 理由で、 斎戒を 行ないます。 ただ、 
その 斎戒で すら、 アツ ラーが しもべに 対してい 
かに 慈悲 深く あられる かを 示す ものと なる ので 
す。 なぜなら、 人々 が 耐えられな いような イバ 
一 ダは 命じられて いないから です。 例えば、 斎 
戒を 、夜明けから 次の 夜明けまで 行なうよう 命 
じられ ていたと したら、 つまり 24 時間のう ち 
たったの 一度 だけ 食事す る ことができる とした 
ら 、多くの 人は それを 実行で きなかった か、 非 
常な 苦痛を 味わう ことに なって いたでし ょう。 

12 斎戒を、 全ての 器官と 共に 行ない まし 
よう。 全ての 細胞で、 全ての 感覚で、 実感し ま 
しょう。 アッ ラーが 私たちの 斎戒を 承認して く 
ださいます ように。 
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